
会員団体と契約関係者の共済に関するトラブルを
中立・公正な立場から、解決に導きます

日本共済協会

共済相談所のご案内
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午前9時～午後5時受付時間月～金曜日（祝日・休日・年末年始を除く）
ホームページ https://www.jcia.or.jp/advisory/index.html
受 付 日

03-5368-575703-5368-5757TELTEL
法務大臣による裁判外紛争解決手続の認証制度

一般社団法人　日本共済協会

共済相談所

一般社団法人 日本共済協会  共済相談所

中
立
・
公
正
な

第
三
者
に
よ
る

解
決
の
お
手
伝
い

共
済
の
こ
と
で

困
っ
た
と
き
・・・

共
済
の
こ
と
で

困
っ
た
と
き
・・・

ご契約者

共
済
の
対
応
に

納
得
で
き
な
い

契
約
関
係
者

共
済
相
談
所

審査委員会審査委員会

紛争解決手続
（ADR）

相談・苦情
苦情解決支援

日本共済協会　共済相談所を利用できる会員団体

①契約引受団体の窓口
②JA共済相談受付センター
　  0120-536-093
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①契約引受団体の窓口
②お客様相談センター
　  0120-897-837

お客様相談室
　  0120-603-180

組合員の声推進部
　  0120-497-350

大学生協　
共済・保険サポートダイヤル
　  0120-335-770

契約引受団体の窓口

契約引受団体の窓口

苦情・ご提言等の受付窓口
　  0120-600-050

契約引受団体の窓口

【契約引受団体】
契約先JA（農協） 

【契約引受団体】
契約先JF（漁協）

【契約引受団体】
交協連に加盟する
全国15組合
（○○トラック交通共済等）

【契約引受団体】
北海道・東北・関東・中部・
西日本自動車共済

【窓口団体】 
各都道府県民共済
（神奈川県は全国共済）

【契約引受団体】
○○市民共済、
○○県共済、等

JA共済連
（全国共済農業協同組合連合会）

JF共水連
（全国共済水産業協同組合連合会）

こくみん共済 coop
（全国労働者共済生活協同組合連合会）

コ一プ共済連
（日本コ一プ共済生活協同組合連合会）

大学生協共済連
（全国大学生協共済生活協同組合連合会）

交協連
（全国トラック交通共済協同組合連合会）

全自共
（全国自動車共済協同組合連合会）

全国生協連
（全国生活協同組合連合会）

生協全共連
（全国共済生活協同組合連合会）

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

共済団体名
共済相談所の
対応内容 備考相談・苦情窓口

（連絡先）

※「紛争解決手続（ADR）」欄が「─」の会員団体は、紛争解決手続（ADR）の利用ができません。

相談・苦情
苦情解決支援

紛争解決手続
（ADR）

https://www.ja-kyosai.or.jp/

http://www.kyosuiren.or.jp/

https://www.zenrosai.coop/

http://coopkyosai.coop/

https://kyosai.univcoop.or.jp/

http://www.kokyoren.or.jp/

https://www.zenjikyo.or.jp/

https://www.kyosai-cc.or.jp/

http://www.zenkyoren.or.jp/

第三者機関
当相談所では自動車共済・自賠責共済の賠償案件については、取り扱いません。以下の専門紛争処理機関をご案内しています。

（自動車共済・自賠責共済関係の専門紛争処理機関）

一般財団法人 
自賠責保険・共済紛争処理機構

公益財団法人 
日弁連交通事故相談センター
ナビダイヤル 0570-078325

https://www.n-tacc.or.jp/ 

公益財団法人 
交通事故紛争処理センター
東京本部 TEL.03-3346-1756（電話予約制）

http://www.jcstad.or.jp/ 

自賠責共済の支払に関して、万一にもご納得いただけな
かったときのために、公正中立で専門的な知見を有する
裁判外紛争処理機関として、「自賠責保険・共済紛争処
理機構」が設置されています。この機関は自賠責共済の
支払に関する所要の調査を行い、紛争の当事者に対し
て調停を行います。 

交通事故に精通した弁護士による電話相談
(一人10分程度)を無料で実施しています。弁
護士から具体的なアドバイスを受けることができ
ます。電話での相談が困難な場合、各都道府
県に設置された相談所にて、面談による相談も
実施しています。

交通事故紛争処理センターでは、学識経験者
および弁護士からなる審査員が、被害者の正
当な利益を守るため、公正な立場から和解の
斡旋を無料で行っています。法律相談は、電話
予約の上、全国11ヶ所にあるセンターにて行
います。

 受付日  
月～土（祝日・年末年始除く）
 受付時間 
9時～18時
（土曜日 9時～17時）

 受付日  
月～金（祝日・年末年始除く）
 受付時間  
10時～12時、13時～17時

 受付日  
月～金（祝日・年末年始除く）
 受付時間  
9時～17時

 受付日  
月～土（年末年始除く）
 受付時間  
9時～17時
（土曜日 9時～16時）

 受付日  
月～土（祝日・年末年始除く）
 受付時間  
9時40分～17時30分
（土曜日 9時40分～13時）

 受付日  
月～金（祝日・年末年始除く）
 受付時間 
9時～17時

 受付日  月～金　 受付時間  10時～16時30分  受付日  月～金　 受付時間  9時～12時、13時～17時
0120-159-700

 受付日  月～金　 受付時間  9時～12時、13時～17時
https://www.jibai-adr.or.jp/ 

※

※

● ●
【契約引受団体】
各都道府県の
火災共済等

日火連
（全日本火災共済協同組合連合会）

❖

https://www.nikkaren.or.jp/

 受付日  
月～金（祝日・年末年始除く）
 受付時間  
9時～12時、13時～17時

①契約引受団体の窓口
②火災共済相談受付センター
　  0120-562-630

④自動車共済相談受付センター
　  0120-651-720

③休業対応応援共済相談受付センター
　  0120-336-612

⑤中小企業共済相談受付センター
（上記以外の共済）
　  0120-511-077



日本共済協会 共済相談所は、苦情の受付から紛争解決まで
中立・公正な立場で問題解決のお手伝いをいたします。

　共済相談所は、「裁判外紛争解決手続の利用の促進に関する法律」（ADR促進法）にもとづく法務
大臣の認証を取得した「紛争解決機関」として、弁護士などで構成された中立・公正な第三者による
審査委員会を設置し、契約関係者と会員団体との間の共済契約に関する紛争について、紛争解決手
続（ADR）を実施しています。
　苦情解決支援で共済相談所から会員団体に解決依頼を行なった後、原則として１か月を経過して
も問題が解決しない場合に紛争解決手続（ADR）の申立ができます。

　日本共済協会は、協同組合が行う共済
事業の健全な発展を図り、地域社会にお
ける農林漁業者、中小企業者、勤労者な
どの生活の安定および福祉の向上に貢
献することを目的に活動しています。

　日本共済協会 共済相談所（以下、共済相談所）は、
会員団体（裏面参照）の共済業務に関する相談や苦情を
お受けして、必要な助言等をさせていただくほか、相
談等の内容に応じて関係団体窓口や適切な外部相談
窓口をご案内しています。
※共済商品の内容に関するご質問や契約内容のご確認、支払状況のご照
会は各団体の相談窓口（裏面参照）に直接お問合わせください。

相談・苦情相談・苦情 紛争解決手続
(ＡＤＲ)
紛争解決手続
(ＡＤＲ)

日本共済協会とは日本共済協会とは
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当事者による話し合
いで解決しない場合
は、紛争解決手続
（ADR）のご案内をい
たします。
※紛争解決手続（ADR）の
申出をいただいても、所定
の事由に該当する場合は、
ご案内できないことがあり
ます。

※紛争解決手続（ADR）の申立は、原則として契約関係者本人またはその代理人である弁護
士が行う必要があります。なお、本人が未成年者・成年被後見人・高齢者・障がい者である等
の事情によって申立を行うことが困難な場合には、弁護士以外の代理人（配偶者等）でも申立
を行うことができます。詳しく相談所までお問合わせください。

※契約関係者とは、共済契約者・被共済
者・共済金受取人・その他共済契約につ
いて直接利害関係を有する者です。

裁定結果に当事者
双方が納得した場合
や和解提案を当事
者双方が受諾した場
合など

申立人が裁定結果
に納得しない場合
（別途、裁判所に訴訟提
起することは可能です。）

紛 争 解 決 手 続
（ADR）の申立を
する場合は所定の
申立書等を提出し
ていただきます。

※申立内容に応じて、中立・
公正な第三者である弁護
士、消費生活専門相談員、
学識経験者等から審議会
委員を選任します。

※書面により意見陳述していただきます。
必要に応じて事情聴取に出席していただ
く場合があります。

審査委員会にて申立
案件の適格性を審査
し、紛争解決手続
（ADR）を担当する審
議会委員※を選任し
ます。

裁定または和解に
より手続は終了しま
す。（審議の結果、手続
が打切られる場合もあ
ります。）

審議会委員が、当事
者双方から提出され
た陳述書等をふま
え、中立・公正な立場
から審議します。

解決未解決

解決

不調

　会員団体に対する苦情の申出をいただくなかで、お互いに主張内容へ
の理解が十分でないために解決が困難になっていると考えられる場合等
については、会員団体に苦情内容およびその主旨を十分に伝えたうえ
で、事実関係の再確認や根拠等を明確にした分かりやすい説明等の対応
を求めることにより、当事者間の話し合いによる解決を支援しています。

お気軽に
ご相談ください。

苦 情 解 決 支 援 紛 争 解 決 手 続 ( Ａ Ｄ Ｒ )

特徴 2特徴中立・公正です。
　紛争解決手続（ADR）にかか
る費用は原則として無料です。
　ただし、通信費、事情聴取に
出席いただく場合の交通費、
必要な書類の取得費用は自己
負担していただきます。

費用は無料です。

ま
ず
は

お
電
話
で

書
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で

会員団体契約関係者

苦情を共済相談
所に申出いただ
きます。

電話※による
苦情の申出

❶STEP

必要に応じて、共済
相談所から会員団
体に苦情の解決を
依頼します。※
※自動車共済・自賠責共
済に関する苦情について
は、内容をおうかがいした
うえで、専門紛争処理機
関（裏面参照）などをご案
内する場合があります。

会員団体に
解決依頼

❷STEP

申出にかかる契約
関係者※と会員団体
とで話し合いをして
いただきます。

当事者による
話し合い

❸STEP

紛争解決
手続(ADR)
のご案内

❹STEP

紛争解決
手続(ADR)
の申立

❺STEP

適格性の
審査および
委員の選任

❻STEP

手続終了

❽STEP

委員による
審議

❼STEP

当事者による
 陳述書の提出等※

※聴覚等に障がいをお持
ちの方など、電話による
申出が困難な場合には、
書面による申出を受け付
けます。

　紛争解決手続（ADR）
を行う審議会委員に
は、弁護士や消費生活
専門相談員など、中立・
公正な第三者を選任し
ます。

1

※さらに詳しい内容をお知りになりたい場合は、共済相談所のホームページをご参照ください。


